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22. Franke, H.-J., Shimizu, T., Takano, Y., Hori, S., Strziga, M., Inagaki, M., Tanaka, M., 
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alumina sand on the combustion and emission behavior of cedar pellets in a fluidized bed 
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炭利用技術第148委員会第54回研究会, pp.7-14, 東京, 1995 
4. Shimizu, T.: “Emission control of pollutants from coal combustion”, ザクセン－アンハルト

州独日科学週間講演(ドイツ), 1994 
5. Shimizu, T.: “Emission Control of Fluidized Bed Coal Combustion - Reaction pathways of SO2, 
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NOx and N2O within Combustion Chamber”, ザクセン－アンハルト州独日科学週間講演

(ドイツ), 1995 
6. 清水忠明「固体反応装置としての流動層」(財)北海道地域技術振興センター, 北海道

工業技術研究所, 第14回流動層技術コース, 2000 
7. 清水 忠明, 「廃棄物焼却における機能性媒体粒子によるタール炉内捕集とダイオキ

シン低減流動層特別研究会」, 化学工学会流動層特別研究会「機能性流動層媒体を用

いた流動層燃焼・焼却・ガス化・熱分解プロセスの高度化」講演会, 2002/1/9 
8. 清水 忠明, 「流動層焼却炉のダイオキシン対策」, 新潟大学地域共同研究センター

第12回環境セミナー, 2002.11 
9. Shimizu, T.: “Capacitance effect of porous bed materials - an approach to improve the 

performance of fluidized bed combustors and gasifiers”, 8th China-Japan Symposium on 
Fluidization (Gifu, Japan), pp.450-457, 2003 

10. 清水 忠明, L.-E. Åmand, 根本 匠, 坪井 穂尊, 浅原 淳司, 霜田 敏雄, 上野 俊

二「もみ殻の流動層燃焼の高度化」, 北越製紙株式会社殿新潟工場バイオマス(黒液)
燃焼ボイラー見学会ならびにバイオマス利用に関する講演会, 2006/1/10 

11. 清水 忠明, 「多孔質流動媒体によるバイオマスの流動層転換プロセスの高度化」, 
化学工学会粒子流体部会・エネルギー部会バイオパワー勝田見学会･講演会2006/05/16 

12. 清水 忠明, 「火力発電所排ガスからのCO2分離プロセスの開発ならびにバイオマス

の流動層燃焼の高度化」, 新潟大学地球温暖化地域学寄付講座（東京電力）第6回公開

学習会, 2006/5/30 
13. 清水忠明: 「キノコ栽培廃菌床からのエネルギーと肥料の同時生産 - 農工連携型バイ

オマスエネルギー利用実用化研究プロジェクト」,日本学術振興会石炭・炭素資源利用

技術第148委員会第133回研究会, pp.39-46, 東京, 2012 
14. 清水 忠明, 「流動層でなければできないこと, 流動層であるが故の困難さの克服 - 

加圧流動層燃焼(新著紹介)と固体循環型CO2分離プロセスについて」, 日本粉体工業技

術協会環境エネルギー・流動化分科会 第57回分科会「講演会」 (2013年9月13日) 
15. Shimizu, T., “Calcium looping process for post-combustion CO2 capture – concept, state-of-art, 

and future perspective –”, Advanced CO2 Capture Technologies for Clean Coal Energy 
Generation - 1st International Conference & CCS Summer School (Cracow, Poland, July 6-10, 
2015) 

16. 清水 忠明, 「燃焼・乾燥・廃棄物処理」, (公益社団法人)日本下水道協会 第28回下

水汚泥の有効利用に関するセミナー特別講演, pp.79-86, 2015/10/30 
 
 
総説･解説 
1. 古澤 健彦, 清水 忠明, 楊 貴林, 「循環流動層燃焼技術の解析」, 燃料協会誌 , 第66

巻, p.322, 1987(総説) 
2. 二宮 善彦1), 清水 忠明, 「脱硫の反応機構」, 化学工学シンポジウムシリーズ48

「21世紀を目指す石炭利用技術」, pp.181-188, 1995  1)中部大学 
3. 清水 忠明, 平間 利昌1), ｢石炭燃焼における窒素酸化物の排出抑制技術｣, 化学工学, 

60巻, 8号, pp.548-551, 1996  1)北海道工業技術研究所 
4. 清水 忠明, 日本エネルギー学会誌, 講座「石炭科学基礎論Ⅹ」窒素酸化物の生成機

構と除去技術, 75巻, 9号, pp.851-859, 1996 
5. 清水 忠明, 平間 利昌1)，細田 英雄1), 北野 邦尋1), 「気固反応による火力発電所

からのCO2分離プロセス」, ケミカルエンジニヤリング, 第41巻, 8号, pp.647-651, 1996  

1)北海道工業技術研究所 
6. 清水 忠明, Franke, H.-J., ｢流動層焼却炉からの未燃分排出低減｣, ケミカルエンジニヤ

リング, 第45巻, 10号, pp.787-791, 2000 
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7. 吉岡 進1), 清水 忠明､｢石炭加圧流動層燃焼における装置設計｣, 技術シリーズ5号
「気-固反応・燃焼」, 化学工学, 第65巻, pp.254-258, 2001  1)バブコック日立(株) 

8. 清水 忠明､｢石炭流動層燃焼発電におけるNOx・N2O排出」, 日本エネルギー学会誌 , 
80巻, 11号, pp.1021-1032, 2001 

9. 清水 忠明､｢平成13年における重要なエネルギー関係事項 6.3流動床燃焼｣, 日本エネ
ルギー学会誌, 81巻, 7号, pp.648-650, 2002 

10. 清水 忠明､｢平成14年における重要なエネルギー関係事項 6.3流動床燃焼｣, 日本エネ
ルギー学会誌, 82巻, 7号, pp.494-495, 2003 

11. 清水 忠明, 幡野 博之1), 守富 寛2), 寺前 剛3), 宝田 恭之4), 「新しい流動層燃

焼・ガス化(多孔質流動媒体の展望)」, 最近の化学工学55「エネルギー工学」, pp.91-
97, 2003  1) 産業技術総合研究所, 2) 岐阜大学, 3) 出光興産(株), 4)群馬大学 

12. 清水 忠明､｢平成15年における重要なエネルギー関係事項 6.3流動床燃焼｣, 日本エネ
ルギー学会誌, 83巻, 8号, pp.660-661, 2004 

13. 清水 忠明､｢平成16年における重要なエネルギー関係事項 6.3流動床燃焼｣, 日本エネ
ルギー学会誌, 84巻, 8号, pp. 698-700, 2005 

14. 清水 忠明､｢平成17年における重要なエネルギー関係事項 6.2流動床燃焼｣, 日本エネ
ルギー学会誌, 85巻, 8号, pp. 706-708, 2006 

15.  
 
著書 
1. 日本粉体工業技術協会編, 「流動層ハンドブック」培風館 (Ⅰ基礎編第4･6章循環流動

層の伝熱特性), pp.106-110, 1998.10 
2. (社)日本エネルギー学会エネルギーキーワード辞典編集委員会編, 「エネルギーキー

ワード辞典」コロナ社, 第4分野「環境用語」主査, 2005 
3. (社)化学工学会編, 「化学工学事典」丸善, 「環境用語」「流動層用語」を執筆, 2005 
4. 日本機械学会編, 「機械工学便覧α５編」4章10･6, pp.106-109 
5. Fluidized bed technologies for near-zero emission combustion and gasification (Ed. by F. Scala, 

Woodhead Publishing Series in Energy No. 59, Woodhead Publishing Ltd.), Chapter 15 
“Pressurized fluidized bed combustion (PFBC)”, pp. 669 -700, 2013 

 
特許 
1. 平間 利昌1)，細田 英雄1), 北野 邦尋1), 清水 忠明, 「二酸化炭素含有ガスからの

二酸化炭素分離方法及び装置と , 二酸化炭素分離機能を有する燃焼装置」，特許

2710267号(出願 1994年7月12日, 特許登録1997年10月24日) 1)北海道工業技術研究所 
2. 上田八郎 , 鈴木伸行 , 作野慎一 , 三沢信博 , 笹津浩司 , 後藤秀樹 , 清水忠明, 「加

圧流動層燃焼装置における流動粒子の磨耗速度の推定方法及び加圧流動層燃焼装置に

おける流動粒子の粒度分布の予測方法 」, 特許第4050895号(出願2001年12月03日, 特
許登録2007年12月07日) 

3. 清水 忠明, 藤原尚樹, 「燃焼装置におけるN2O及びNOxの排出抑制方法」, 特許第

4298398号(出願2003年6月25日, 特許登録2009年4月24日) 
4. 藤原尚樹, 寺前剛, 宝田恭之, 守富寛, 清水 忠明, 「流動層炉におけるタールの除去

方法」, 特許第4505247号(出願2004年3月26日, 特許登録2010年4月30日) 
5. 上田 八郎, 笹津 浩司, 後藤 秀樹, 清水 忠明, 辻 浩平, 城島 一彦, 水町 豊, 原田 達

朗, 「炉底灰循環装置及び流動層ボイラの運転方法」, 特許第4512967号(特許登録2010
年(平成22年)5月21日) 

6. 清水 忠明, 松方 正彦, 「硬質活性炭吸着剤及びその製造方法」, 特許第4563038号
(出願2004年1月27日, 特許登録2010年8月6日) 
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7. 清水 忠明, 「流動層式溶融スラグ熱回収固化装置」, 特許第5357962号(特許登録2013
年(平成25年)9月6日), 特願2011-513347(国際出願番号PCT/JP2010/057972) (2009年5月12
日出願) (旧番号 特願2009-115888 (2009年5月12日出願)) 

8. 園山 希, 清水 忠明, 「燃焼装置におけるN2OおよびNOxの排出抑制方法」, 特許第

5555913号(特許登録2014年6月13日)特許出願2009-278451(出願2009年12月8日), 特許公

開2011-120969(公開2011年6月23日)  
9. 宮本 卓裕, 西澤 基広, 清水 忠明, 「冷却装置」, 特許第5360388号(2013年9月13日)  

(登録特許出願2009-96960(出願2009年4月13日), 特許公開2010-249355(公開2010年11月4
日) 

10. 清水 忠明, 瀧澤 和彦, 「菌糸が抗菌物質を産生する性質を持つキノコ廃菌床の発

酵乾燥方法」, 特許出願2012-112014(出願2012年5月16日) 
11. 清水 忠明, 「固化物粒径制御方法を備えた溶融スラグ熱回収装置」、特開2014-

219136 (出願平成25年5月7日(2013.5.7)) 
12. 清水 忠明, 八太  昭道, 「気固接触装置及びガス化装置」, 特願2019-32043, 特開

2020-131171 (出願平成 31年2月25日(2019.2.25)) 
13. 品川 拓也, 清水 忠明, 「流動層監視装置及び流動層監視方法」, 特願2019-234239, 

特開2021-103034 (出願令和1年12月25日(2019.12.25)) 
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講習会など講師 
1. 「第14回流動層技術コース」講師, (財)北海道地域技術振興センター, 2000年 
2. 「流動層の基礎と応用」講師, (株)技術情報センター講演会, 2004/7/22 
3. 高圧ガス保安技術甲種化学･乙種化学講師, 2005年 
4. 高圧ガス保安技術甲種化学･乙種化学講師, 2006年 
5. 地球温暖化地域学寄附講座 公開学習会 講師「火力発電所排ガスからのCO2分離プ

ロセスならびにバイオマスの流動層燃焼の高度化」平成18年5月 
6. 豊橋技術科学大学エコロジー工学系特別講演講師「流動層反応器技術の高度化」2007

年2月28日 
7. 新潟大学地域共同研究センター環境セミナー『バイオ燃料とバイオマス利用の最新の

取り組み』講師 「バイオマス利用に向けての流動層転換技術の高度化」2007年9月
21日 

8. 新潟大学地域共同研究センター 地域懇談会(上越会場)講師 「バイオマス, 廃棄物の

流動層燃焼の高度化」2008年3月27日 
9.  
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国・地域・学会等への貢献 
赤色は国際会議運営, 国内会議運営委員長, 公的機関・自治体の委員会の委員長・副委員長等, 特に重要なもの 

学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 
 年  月 事                    項 

昭和58年10月 
平成元年4月 
平成4年4月 
平成7年10月 
平成7年10月 
平成7年12月 
平成8年12月 
平成9年7月 
平成9年9月 
平成10年10月 
平成11年10月 
平成11年10月 
平成12年4月 
平成12年10月 
平成13年4月 
平成13年10月 
平成13年11月 
平成14年4月 
平成14年12月 
平成15年12月 
平成16年 4月 
平成16年12月 
平成17年10月 
平成17年10月 
平成17年10月 
  

平成17年10月 
平成18年4月 
平成19年1月 
平成19年4月 
平成19年9月 
平成20年5月 
平成20年5月 
 
平成20年5月 
  
平成20年6月 
平成20年6月 
平成20年7月 
平成21年8月 
平成21年10月 
平成22年4月 
平成22年4月 
平成22年5月 
平成22年8月 
平成22年8月 
平成23年2月 
 
平成23年6月 
平成23年6月 
平成23年6月 
平成23年8月 
 
平成23年12月 

化学工学会学生会員(平成元年4月正会員)「現在に至る」 
燃料協会(現日本エネルギー学会)正会員「現在に至る」 
American Chemical Society, Member「現在に至る」 
石炭燃焼に伴うN2O発生の現状と対策調査委員(産業環境管理協会) (～10年3月) 
日本エネルギー学会石炭利用技術開発モデル開発W/G-熱化学分科会委員(～17年3月) 
化学工学会関東支部 第1回流動層シンポジウムオーガナイザー 
化学工学会関東支部 第2回流動層シンポジウム実行委員長 
化学工学会流動層特別研究会 流動層シンポジウム燃焼セッション委員「現在に至る」 
International Congress on Acid Snow and Rain, Niigata, 1997, Secretary 
産業環境管理協会 石炭利用設備等からの微量有害物質等排出実態調査委員(～13年3月) 
日本エネルギー学会 地球環境対策のための石炭新技術開発調査研究会委員(～12年3月) 
産業環境管理協会 ダイオキシン発生機構調査研究WG委員(～14年3月) 
7th Asian Conf. on Fluidized-Bed and Three-Phase Reactors, Local organizing committee委員 
CCUJ燃料電池用燃料ガス高度精製技術開発／支援・調査研究検討委員会(～13 年3月) 
化学工学会 エネルギー部会幹事 「現在に至る」 
日本エネルギー学会 将来構想委員会委員(日本エネルギー学会) (～14年3月) 
産業環境管理協会 石炭燃焼浮遊粒子状物質実態調査委員(～16年3月) 
化学工学会エネルギー部会 秋季大会シンポジウムオーガナイザー(～14年9月) 
20th Annual International Pittsburgh Coal Conference, Session Organizer(～15年9月) 
21st Annual International Pittsburgh Coal Conference, 実行委員(～16年9月) 
化学工学会代議員(平成16～17年度) 
第10回流動層シンポジウム(東京)実行委員長 
International Conference on Coal Science and Technology 2005, 実行委員 
新潟県胎内市バイオマスエネルギー事業調査委員会 委員(～18年3月) 
NEDO都市バイオマス収集システムを活用するためのエネルギー転換要素研究開発技術委

員(～20年3月) 
新潟県新潟市 新焼却場施設整備・運営事業者選定委員会 委員(～20年3月) 
化学工学会エネルギー部会 秋季大会シンポジウムオーガナイザー(～18年9月) 
20th International Symposium on Chemical Reaction Engineering, 実行委員(～20年9月) 
化学工学会粒子･流体プロセス部会流動層分科会代表(～21年3月) 
日本学術振興会石炭・炭素資源利用技術第148委員会 委員「現在に至る」 
新潟県三条市 新ごみ処理施設整備・運営事業者選定委員会 委員(～21年6月) 
International Advisory Board Member of the Circulating Fluidized Bed Conferences (現在：I
nternational Conference on Fluidized Bed Technology) 「現在に至る」 
1st Asian Conference on Innovative Energy & Environmental Chemical Engineering, プログ

ラム委員(～20年9月) 
日本エネルギー学会新法人対策WG委員(～21年3月) 
Journal of Chemical Engineering, Japan, ISCRE20特集号Guest Editor(～21年3月) 
Chemical Engineering Science, ISCRE20 special issue, Guest Editor (Sub editor) (～21年3月) 
NEDO戦略的石炭ガス化・燃焼技術開発(STEP CCT) 採択審査委員(～21年9月) 
NEDO多目的石炭ガス製造-終了前評価委員(～22年3月) 
第16回流動化・粒子プロセッシングシンポジウム(新潟)実行委員長(～H22年) 
NEDOクリーンコール技術開発採択審査委員会委員(～22年5月) 
NEDOプロジェクト環境調和型製鉄プロセス技術開発評価委員(～H22年) 
新潟県上越市廃棄物焼却処理施設在り方検討委員会委員 (～H22年) 
新潟県村上市処理場建設検討委員会専門部会委員 (～H23年3月) 
Steering Committee member of 21st Int. Conf. on Fluidized Bed Combustion (現在: 22nd Int
ernational Conference on Fluidized Bed Conversion)「現在に至る」 
新潟県村上市新ごみ処理場整備･運営業者選定委員会副委員長(～H24年3月) 
新潟県上越市新クリーンセンター建設検討委員会委員(～H23年12月) 
新潟県立新潟南高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員(～H25年3月) 
経済産業省資源エネルギー庁補助事業「高効率褐炭乾燥システム研究」H23･24年度技術検

討委員(～H25年3月) 
NEDOバイオマスエネルギー技術研究開発 戦略的次世代バイオマスエネルギー利用技術開
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平成23年11月 
平成24年5月 
平成24年5月 
平成24年9月 
 
平成25年8月 
 
 
平成25年9月 
 
平成25年9月 
平成26年4月 
平成26年5月 
 
平成26年5月 
平成26年9月 
 
平成26年10月 
平成26年1月 
平成26年12月 
平成27年3月 
 
平成27年6月 
平成27年6月 
 
平成27年6月 
平成28年3月 
平成28年5月 
平成28年6月 
平成28年6月 
 
 
平成29年4月 
 
平成29年8月 
 
平成29年10月 
 
 

発事業（次世代技術開発）「急速接触熱分解による新たなバイオ燃料製造技術の研究開

発」推進委員(H25年3月20日) 
新潟県佐渡市新エネルギー導入促進協議会委員「現在に至る」 
新潟県上越市新クリーンセンター建設委員会副委員長(～H26年3月) 
新潟県上越市プロポーザル事業者審査・選定員(～H25年3月) 
The 9th Asian Pacific Conference on Sustainable Energy & Environmental Technologies, Loc
al Organizing Committeeメンバー 
NEDO「革新的ゼロエミッション石炭ガス化発電プロジェクト／ゼロエミッション石炭火

力トータルシステム調査研究」および「国際連携クリーンコール技術開発プロジェクト／

中国での石炭起源のCO2のCCS-EOR適応に関する調査研究」事業評価委員長 (～25年9月) 
NEDO「未利用炭調査とビジネスモデルに関する検討」および「次世代高効率石炭ガス化

技術に関する検討」採択審査委員会委員長(～25年10月) 
新潟市廃棄物処理施設設置に係る生活環境影響調査審査員(～H28年3月) 
新潟県上越市新クリーンセンター建設委員(～H27年3月) 
NEDO「CCT実用化可能性調査/低品位炭利用促進事業可能性調査」採択審査委員会委員長

(～26年6月) 
新潟県立新潟高等学校評議員 
NEDO「CO2分離型化学燃焼石炭利用技術に関する検討」採択審査委員会委員長(～26年10
月) 
新潟県上越市(仮称)上越市新クリーンセンター生活環境保全協議会委員(～H27年3月) 
新潟労働局粉じん対策指導員 
(一財)エネルギー総合工学研究所(ケミカルルーピング)検討委員会委員長 
NEDO「ゼロエミッション石炭火力技術開発プロジェクトクリーン・コール・テクノロジ

ー推進事業クリーン・コール・テクノロジーロードマップ検討」委員 
新潟県上越市(仮称)上越市新クリーンセンター生活環境保全協議会委員(～H28年3月) 
NEDO「ゼロエミッション石炭火力技術開発プロジェクト／低品位炭利用促進事業」採択

審査委員会委員長(～27年6月) 
NEDO「CO2分離型化学燃焼石炭利用技術開発」採択審査委員会委員長 (～27年10月) 
NEDO「低品位炭利用促進事業」採択審査委員会委員長(～H28年3月) 
新潟県上越市(仮称)上越市新クリーンセンター生活環境保全協議会委員(～H29年3月) 
NEDO「低品位炭利用促進事業」技術検討委員会委員長 
NEDO研究評価委員会「ゼロエミッション石炭火力技術開発プロジェクト クリーン・コ

－ル・テクノロジー実用化可能性調査／クリーン・コール・テクノロジー推進事業」(事後

評価)事業評価分科会長 
NEDO研究評価委員会「次世代火力発電等技術開発／石炭ガス化燃料電池複合発電実証事

業」(中間評価)分科会長 
NEDO研究評価委員会「次世代火力発電等技術開発／次世代火力発電基盤技術開発(1)(5)・
CO2回収型クローズドIGCC技術開発」(中間評価)分科会委員 
内閣府総合科学技術・イノベーション会議評価専門調査会「石炭ガス化燃料電池複合発電

実証事業費補助金」評価専門調査会委員(臨時) (～平成29年10月) 
  

 
 
その他社会活動 
1. 化学工学会関東支部新潟地方化学工学懇話会会計幹事(1998-2005) 
2. 夢・化学21公開実験講座(新潟大学)化学工学会連絡担当(2000-2005) 
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外部資金導入状況 
 
文部省(文部科学省)科学研究費 

種目 題目 期間 補助金額 研究代表者 
奨励研究
(A) 

発電用高温型排ガス中CO2回収プロ

セスの開発 
H6 900千円 清水 忠明 

奨励研究
(A) 

多孔質固体の容量効果を利用した廃

棄物流動層燃焼装置からの未燃炭化

水素の排出低減 

H10-11 2,100千円 
(2年合計) 

清水 忠明 

特定領域

研究(B) 
多孔質固体の容量効果を利用した流

動層燃焼装置からの未燃ガスとN2O
の排出低減 

H11-14 21,100千円

(4年合計) 
 

清水 忠明 

基盤研究
(C) 

溶融高炉スラグからの高度熱回収プ

ロセス 
H21-23 3,100千円 

(3年合計) 
清水 忠明 

基盤研究
(C) 

カルシウムルーピングCO2分離プロ

セス再生器内燃焼の高度化 
H29-31 3,600千円 

(3年合計) 
清水 忠明 

 
省庁からの研究助成 

助成者 題目 期間 補助金額 研究代表者 
農林水産省「新た

な農林水産政策を

推進する実用技術

開発事業」 

「キノコ栽培廃菌床から 
のエネルギーと肥料の同

時生産」 

H23-25 72,552 千円

(3年合計) 
小浦方  格 (新
潟大学地域共

同研究センタ

ー) 
 
 
財団からの研究助成 

助成者 題目 期間 補助金

額 
研究代表者 

鉄鋼業環境保全技

術開発基金 
流動層燃焼装置からの亜酸

化窒素(N2O)の排出低減 
1990～
1993 

3,000 千

円 (3 年

合計) 

清水 忠明 

関西エネルギー・

リサイクル科学研

究振興財団 

流動層石炭燃焼装置からの

酸性雨原因物質発生抑止法

の最適化 

1993～
1994 

3,500 千

円 
代表:松方 正彦

(大阪大 ), 分担 :
清水忠明 , 上宮

成之(成蹊大) 
畠山文化財団 流動層燃焼装置からの

NOx, N2O, SO2の排出低減 
1993～
1994 

1,000 千

円 
 

清水 忠明 

住友財団 アルカリ土類金属酸化物を

用いた低動力消費型排ガス

中CO2回収プロセスの開発 

1994～
1995 

1,400 千

円 
清水 忠明 

畠山文化財団 多機能粒子を用いたバイオ

マス流動層燃焼時の高度環

境対応化と安定運転の両立 

2006 1,000 千

円 
清水 忠明 

内田エネルギー科

学振興財団 
省エネルギー型排ガス中

CO2分離装置の開発 
2014 410千円 清水 忠明 
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岩谷直治記念財団 2塔循環流動層式省エネ型

CO2分離装置の開発 
2015 2,000 千

円 
清水 忠明 

佐々木環境技術振

興財団 
固体吸収剤を用いたCO2分

離プロセスの多機能化 
2016 1,000 千

円 
 

JFE21世紀財団 カルシウムルーピングプロ

セスによるCO2とN2Oの同

時排出低減 

2016～
2017 

2,000 千

円 
 

 
民間企業との共同研究, 民間企業からの委託研究, 研究助成 

相手先 題目 期間 補助金額 研究代表者 
出光興産株

式会社 
共同研究(B)亜酸化窒素とダイオキ

シンの除去技術開発 
2000～
2001 

3,000千円 清水 忠明 

出光興産株

式会社 
共同研究(A) 亜酸化窒素とダイオキ

シンの除去技術開発 
2001～
2002 

3,000千円 清水 忠明 

NEDO ( 出
光興産より

の再委託) 

バイオマスの低温流動層ガス化技術

の開発 
2002～
2004 

10,000千円 
 

清水 忠明 

神鋼環境ソ

リューショ

ン株式会社 

乾燥汚泥の流動層燃焼 2005 2,100千円 清水 忠明 

出光興産株

式会社 
共同研究 流動層燃焼における亜酸

化窒素の分解技術開発 
2006-
2007 

3,000千円 清水 忠明 

三菱マテリ

アルテクノ

株式会社 

共同研究 流動層による肉骨粉の燃

焼 
2006 1,000千円 清水 忠明 

社会福祉法

人 勇樹会 
共同研究 使用済み紙おむつ燃料化

事業 
2016 250千円 清水 忠明 

 
 
学内資金 

制度 題目 期間 補助金額 研究代表者 
新潟大学教育研究

院自然科学系教育

研究支援経費 

多孔質流動媒体によるバイオ

マス･廃棄物の流動層燃焼の

高度環境対応化と安定運転の

両立 

H17 700千円 清水 忠明 

 
 
 
国際研究集会派遣 

助成者 学会名 渡航期間 助成金額 
文部省国際研究集会

派遣研究員 
第11回流動層燃焼国際会議(カナダ, 
モントリオール) 

1991年4月21日 
～4月24日 

335千円 

(財)生産技術研究奨

励会 
第13回流動層燃焼国際会議(アメリ

カ, フロリダ州キッシミー)  
1995年5月5日 
5月～12日 

270千円 

(財)新潟工学振興会 第5回循環流動層国際会議(中国, 北
京市) 

1996年5月26日 
～6月2日 

200千円 

文部省国際研究集会 第6回循環流動層国際会議(ドイツ, 1999年8月21日 344.1千円 
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派遣研究員 ビュルツブルク) ～8月27日 
文部科学省国際研究

集会派遣研究員 
第16回流動層燃焼国際会議(アメリ

カ, ネヴァダ州リノ) 
2001年5月12日 
～5月18日 

202.5千円 

文部科学省国際研究

集会派遣研究員 
第17回反応工学国際会議(中国 , 香
港) 

2002年8月24日 
～8月29日 

167.5千円 

文部科学省国際研究

集会派遣研究員 
第20回ピッツバーグ国際石炭会議

(アメリカ, ペンシルバニア州ピッツ

バーグ) 

2003年9月13日 
～9月21日 

317.7千円 

日本学術振興会国際

学会等派遣事業 
19回流動層燃焼国際会議(オースト

リア, ウィーン) 
2006年5月18日 
～5月26日 

228.4千円 

 
 
調査委員会調査費 

助成者 研究費の名称 
代表・

分担 
研 究 費 
(千円) 

研究期間 

NEDO Brain-C(石炭利用基盤技術開発調査) 分担 14,327 
平成 7－16
年度 

NEDO 
地球環境対策のための石炭新技術開発

調査研究会 
分担 1,680 平成 11 年度  

 
 
委任経理金など 

助成者 研 究 課 題 名 
代表・

分担 
研究費 
(千円) 

研究期間 

出光興産株式会

社 
石炭の循環流動層燃焼における低

NOx 化 
代表 2,000 1989-93.3 

石川島播磨重工

業株式会社 
石炭の加圧流動層燃焼における低

NOx 化 
分担 1,000 1995-97.3 

石川島播磨重工

業株式会社 
流動床技術の他分野への応用研究-
有機塩素化合物分解機能材に関す

る研究 

分担 1,500 1997-99.3 

石川島播磨重工

業株式会社 
有機塩素化合物分解機能材および

脱硫再生オフガス処理に関する研

究 

分担 1,000 1999-
2000.3 

石川島播磨重工

業株式会社 
乾式脱硫オフガスの燃焼処理に関

する研究 
分担 1,000 2000-01.3 

西日本環境エネ

ルギー株式会社 
加圧流動層燃焼装置の脱硫性能予

測手法 
代表 1,000 2002-02.3 

 
 
産業支援(技術支援，コンサルテーション)相手方企業名, テーマ, 年, 成果 
1. 電源開発株式会社, 「71MWe加圧流動層燃焼装置実証プラントの運転結果の解析」, 

2000  
2. 株式会社コロナ, 「小型燃料電池」, 2000, 特許準備中 
3. 東洋炉材株式会社, 「焼却炉白煙防止」, 2000 
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4. 大川トランスティル株式会社, 「光センサーについて」, 2000 
5. 西日本環境エネルギー㈱, 「加圧流動層燃焼装置の脱硫性能予測手法」, 2001 
6. 株式会社クボタ, 「下水汚泥流動層焼却時のNOx対策」, 2002 
7. 自然薯そば(株), 「そば殻のエネルギー化」 
 
 


